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第４８回 町田市消費生活展 



 

 

消 費 者 の 権 利 

（消費者基本法） 

 
１．消費生活における基本的な需要が満たされること 

２．健全な生活環境が確保されること 

３．消費者の安全が確保されること 

４．消費者の自主的かつ合理的な選択の機会が確保 

されること 

５．消費者に対し、必要な情報が提供されること 

６．消費者に対し、教育の機会が提供されること 

７．消費者の意見が消費者政策に反映されること 

８．消費者に被害が生じた場合には適切かつ迅速に 

  救済されること 
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ごあいさつ 

 

第 48回町田市消費生活展まちだくらしフェア 2024を無事開催することがで

きました。昨年度は 7 月 28 日・29 日に実施しましたが、昨今の猛暑により、

今年度は 9月 27 日・28 日に実施しました。また、今年は 8 月末から 9 月初め

の台風の時にいろいろなイベントが中止されるということがあったので、9 月

の第 6回実行委員会では台風等の災害で実施が困難な場合の対処についても話

し合いました。異常気象と向き合いながらの開催であったと感じています。そ

んな中で、第 1回町田市消費生活展（1976年）から諸先輩方がつないできた消

費者の祭典を今年も行えたことはたいへん嬉しく思います。 

市内の消費者団体・事業者・行政等 18 の参加団体が 4 月から実行委員会を

立ち上げ、毎月話し合って計画し、企画庶務部会、広報部会、編集部会に分か

れて活動して参りました。今年度新たに参加した団体は 4団体です。 

当日は小さいお子さんを連れたご家族からご年配の方まで、たくさんの皆様

にご来場いただきました。コロナ禍以前ほどではないですが、少しずつ来場者

数も増えてきています。 

展示では、各団体が日頃行っている活動の紹介や調査したことの発表などを

行いましたが、クイズラリーを取り入れたことで、ご来場の皆様と話が弾みま

した。ホールでの講演会では、相続、資産運用、スポーツ栄養や消費者問題な

ど、今知りたいテーマが取り上げられていました。ドライカレーや社会福祉法

人によるパンの販売、まちだすいとんの無料提供など、美味しい企画もありま

した。2日間いろいろな交流があり、楽しく学べる機会になったと思います。 

結びといたしまして、まちだくらしフェア実行委員の皆様、参加団体の皆様、

消費生活センター事務局の皆様及びご来場の皆様に感謝申し上げます。来年度

もよろしくお願いいたします。 

  

まちだくらしフェア 2024実行委員長  伊藤京子 



第 48回町田市消費生活展「まちだくらしフェア 2024」を終えて 

 

 今年も多くの参加団体の皆さまのもと、食の安全やくらしの知恵、環境に

関するパネル展示、漫才やコントなど楽しいステージ、暮らしに役立つ講演

会、子どもが参加できるワークショップ、クイズラリーなど様々な催しで、

盛大に開催することができ、984名の方にご来場いただきました。 

 私たち消費者を取り巻く環境は、少子高齢化の一層の進行や情報化の大き

な進展等により刻々と変化しており、消費者トラブルや消費者被害の内容も

変化しております。 

 「見つけよう！明日を変えるくらしのヒント」という今回のテーマのとお

り、来場された皆さまは、話を聞いて展示を見て、消費生活における身近な

問題や疑問など、知って役立つ知識や情報を得ていただけたと実感していま

す。 

1976年から始まった町田市の消費生活展は、48回目を迎えました。市民の

皆さまが主体となって、これほど長きにわたり実施されてきたことは、大変

素晴らしいことでございます。 

今後もくらしに役立つ情報発信の場として、また、市民の皆さまが楽しく

集える場として益々発展しますよう、引き続き一層のご支援とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

最後に、実行委員長をはじめ、委員並びに参加団体の皆様に多大なるご尽

力をいただいたことに、あらためて深く感謝申し上げ、ご挨拶とさせていた

だきます。 

 

町田市消費生活センター 

所長 磯﨑 悠 

 

  



開 会 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市市民部市民協働推進担当部長 実行委員長   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“地球温暖化”や世界各地での紛争などの影響により食料問題の危機を感じます。日本の

食料自給率はなんとか 38％（カロリーベース）を維持している状況が続いています。食料

自給率を少しずつでも上げていくために 私たち消費者も日々のくらしの中で、できるこ

とから取り組もうと呼びかけました。 

地産地消の取り組みとして“まちベジ”を取り扱う町田市農業協同組合の各地域の『ア

グリハウス』を見学し、それぞれの特徴などをお知らせしました。日本で食料自給率が高

いのは「米」ですが、米の消費量は年々減ってきています。「米」「米粉」を食べて米農家

を応援しましょう！また、町田市内で頑張っている畜産農家、黒毛和牛の肥育農家『萩生

田牧場』と平飼いの養鶏場『けや木農場』をご紹介しました。見学して感じたことを来場

者のみなさんに熱く語りました。 

食べて応援することが大事です。合言葉は“エシカルな消費者になろう！” 

 

１ 食料自給率を上げるのは私たち消費者！ 

町田市消費生活センター運営協議会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コンビニの成人誌調査から 

新日本婦人の会町田支部 

 

新日本婦人の会は、全国の会員・読者によびかけて、コンビニエンスストアの成人向け雑
誌等の配置状況について調査しました。2019 年にコンビニ大手３社（セブンイレブン、ロー
ソン、ファミリーマート）が成人誌の取り扱いを中止しましたが「コンビニの成人誌が復活
しているのでは」の声を受け全国調査（2024 年２月 10 日～4 月 10 日）をしたものです。 

調査では、全都道府県から 3241 件の店舗の状況が寄せられ、店長や定員に要請・対話した
報告は 370 件以上ありました。 

調査では「気になる雑誌が置いてあった」が 92.3%と圧倒的です。「成人誌」は 18 歳未満
への販売は禁じられている雑誌とされ、2019 年に大手コンビニが「取り扱い中止」としたも
のの、その後、男性向け雑誌や週刊誌がわいせつなグラビア、露骨な見出しを競うようにな
っています。 

置かれている雑誌で、多かったのは『週刊現代』『週刊ポスト』『週刊実話』『週刊大衆』そ
れぞれ 4 割～5 割の店舗で置かれています。全国の調査、要請、対話のとりくみで変化も見ら
れました。 

地域から、日本のセクハラ放置社会を変えていくとりくみとして、一人ひとりが「嫌なこ
とはイヤ」と引き続き声をあげ、その仲間を増やしていきます。対話を大切に、まわりの女
性たちと「一緒に」と、包括的性教育や、人権意識を高める学習にも旺盛にとりくみ、行動
の輪を広げましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達は障がいがあるなしにかかわらず 身近にいる 働きづらさを抱えている人達とと

もに働き、人と環境にやさしいお片づけをめざす 「片づけ&リユースショップはちど

り」をたちあげました。 

 この思いを 来場されたみなさんに説明すると、一様に耳を傾けてくださり 賛同して

いただくことができました。 

 初めての展示でしたがたくさんの応援をいただきました。 

３ 人と環境にやさしいお片付け！ 

（企業組合ワーカーズ・コレクティブ「轍あい」共に働く事業所）片付け＆リユースショップはちどり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年元日に起きた能登半島地震の震源地は、原発建設が計画されていた珠洲市近郊でした。幸いにも、

珠洲に原発が建設されていなかったために、事なきを得ました。能登半島地震は、原発過酷事故を起こす

ような大地震が、日本中の何処にでも・いつでも起こり得ることを示しています。更に此の地震により、

道路や家屋の被害が大きい場合には、原発から放射能が流出しても、此れまで対策とされてきた「屋内避

難」も「地域外への避難」も不可能で、住民の生命や健康を放射能から守ることは出来ないことが明らか

になりました。 

☆ 2011年 3月 11 日の東日本大震災から 13 年 6ヵ月経った。あの日発令された『原子力緊急事態宣言』

は、未だに解除されていない。「100 年経っても解除出来ない」と言う人もいる。それ程の過酷事故なの

だ。3 基の原発がメルトダウンした原発事故の収束など全くしていない。昨年迄に、帰還困難区域の一部

は〔特定復興再生拠点〕として避難指示が解除されたことになっている。然し、帰還する人は少ない。 

  〔帰りたいけど帰れない〕のだ 

※ 甲状腺がん患者の若者 7 人が、『甲状腺がんは原発事故の影響に因るものだ』として一昨年 1月、東電を

訴えました。『３１１子ども甲状腺がん裁判』です。小児甲状腺がんは百万人に 1 人と言われています。福

島県では、事故当時 18歳未満の 38万人を検査し、372 人が治療をしています。今でも多くの子供達が甲

状腺がんに苦しんでいます。東電を提訴した 7人は当時 6歳から 16歳で、全員が甲状腺がんの一部あるい

は全部の摘出手術をしています。その内の 4人は再発しています。然し、事故との因果関係は認められ

ず、検査も縮小されようとしている現状に“無かったことにはされたくない。今出来ることをしなくて

は”と立ち上がったのです。！ 

※ この裁判は、甲状腺がんを治療している 372 人のための裁判でもあるのです。 

☆ 福島原発事故の刑事責任を問う唯一の裁判である東電刑事裁判が、高裁でも「全員無罪」となり、上告

された。 

※ 最高裁で、この原発事故の大きさと悲惨さに真剣に向き合い、責任ある人達に責任をきちんと果たさせ

たいと私共は強く願っています。 

  大きな声で言いましょう 「原発は要らないッ！」 

４ 原子力に頼らないエネルギーを！ 

コープみらい地域クラブ まちだ平和 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 納豆の違いは大豆から！？ 

多摩南生活クラブ生協まち町田中央 

 

 

 

2024年度のくらしフェアでは、パネル展示コーナーと消費材販売コーナーの両

方で参加しました。今年のテーマは「納豆、タレの秘密」です。 

くらしフェアの前には、納豆の工場にも、見学に行き、お話をいろいろ聞いて

きました。 

前日から水に浸してゆでた大豆の一粒ひとつぶの美味しいこと〜感動しまし

た。納豆は、栄養に富み、日持ちも良く冷凍保存もできますが、買ってきてな

るべく早くが、一番美味しいということでした。最近では、小粒、四連パック

入りが人気のようですが、中粒納豆も豆の美味しさを実感できました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの方々に関東電気保安協会のブースにお立ち寄りいただき感謝申し上げます。 

当協会のブースでは、地震時に発生する通電火災防止のため、感震ブレーカーを用い
た注意喚起やパンフレットを活用した電気安全の説明を行いました。 

また、電気安全パンフレットとノベルティ配布、子供たちには「パンチングボール」
の配布を行いました。 

当協会は、電気保安を通じ、地域社会に貢献することを使命に、安心と安全をお届けす
るために、さまざまな活動をしていますので、電気に関するご相談などがありましたら、
お気軽にご連絡をお願いいたします。 

 

 

６ 電気の安全な使用方法と省エネについて 

関東電気保安協会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち町田弁護士クラブは、町田市に事務所がある弁護士又は自宅が町田市にある弁

護士が構成する任意団体です。 

  くらしフェアは今年で７度目の参加です。私たちのように地元の町田市で活動してい

る弁護士が、町田市民の皆様にとってより身近な存在にならなければならないですし、

ちょっとした困り事があった場合に、かかりつけの医者のように相談に来ていただける

存在になりたいと考えており、相談ブースを設けました。 

  当日は、町田弁護士クラブの展示に、多数の市民の方々がお立ちよりいただき、相談

も１０件以上受けることができ、とてもよい機会になりました。 

 

７ かかりつけ弁護士のすすめ！ 

町田弁護士クラブ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 協賛企画   

東京都計量検定所 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしい話にご用心～その契約は大丈夫？～をテーマに「こんなメール届いていませんか？ 

～副業を考える前に～」と「くらしのレスキューサービスでのトラブルに注意！～水回りの修理、
鍵開けなどの依頼は慎重にしましょう～」のパネルを展示して、消費者被害未然防止の啓発を行い
ました。 

 簡単に報酬が得られると言われ情報商材を買ったが、電話があり高額なプランを勧められた…と
いった「副業」のトラブルや、トイレの詰まりが発生し慌てて高額な修理の契約をしてしまった事
例などを、パネルを用いて解説しました。 

 親切を装う事業者の話や、インターネット上で飛び交う「おいしい話」を信じて心を動かされて
しまいそうになりますが、油断は禁物です。 

 契約上のトラブルは消費生活センターにご相談ください。 

 

９ おいしい話にご用心～その契約は大丈夫？～ 

町田市消費生活センター 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田友の会は雑誌「婦人之友」の愛読者の集まりで、創設者羽仁もと子の「家庭は簡素
に、社会は豊富に」の思いのもとに、衣・食・住・家計・子どもについて学び合っている
団体です。 

今年は 2 つの展示をしました。 

＊『あなたの家計“いま”どうなっている？』と 15 項目のチェックシートを配布して家計簿
への考え、記帳を呼びかけました。 

＊「毎日の食事をバランスよく」では ”さあにぎやかにいただく”の合言葉を 

絵かるたにして、食事の内容と量を知っていただき、フレイル・生活習慣病の 

予防を呼びかけました。 

他「ドライカレーランチ」「藍染を楽しもう！」「家計簿で暮らしが変わる！ 

スッキリする！」のイベントを行い、焼き菓子・手作り品などを販売しました。 

１０ くらしのヒント 

町田友の会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町田地域活動栄養士会は、地域で活動している管理栄養士・栄養士の会です。 

会員の資質の向上と相互の親睦を図り、地域住民の食生活の向上及び健康増進に寄与することを目的とし、

活動しています。 

今年のテーマは「朝食に野菜を～塩分２ｇを意識した朝ごはん～」です。町田市民の１日の野菜摂取量（平均

値）が目標より少ない現状から、朝食に野菜を食べる人が増えれば１日の摂取量も上がるのではないかと考え

ました。また、食塩摂取目標量が低くなったことと併せて、朝食に野菜が手軽に摂れる、減塩を意識したレシピの

提案をしました。また、朝食について簡単なアンケートを行なったことで会話のきっかけができ、若い世代は少な

かったものの幅広い年代の方々と触れ合うことができ、様々なお話を聞くことができました。とてもよい機会にな

り、今後の活力となりました。 

・参加会員：６人 

・栄養相談数 １９件（朝食について１３件 塩分について２件 治療食について１件 果物について１件               

体重減少における食事について１件 野菜の摂取について１件 ） 

  0～20 歳 21～40 歳 41～64 歳 65 歳以上 合計 

朝食アンケート参加人数 5 人 10 人 33 人 76 人 124 人 

朝食を食べている 5 人(100%) 6 人(60%) 
33 人

(100%) 
75 人(99%) 119 人(96%) 

朝食に野菜を食べている 1 人(20%) 2 人(34%) 23 人(70%) 68 人(91%) 94 人(79%) 

１１ 朝食に野菜を   ～塩分２g を意識した朝ごはん～ 

町田地域活動栄養士会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両日ともに会場全体の来場者数に対してブースに来場した数が少ない印象でしたが、

その分、生ごみの水切りについて市民の方とじっくりと話をすることができました。 

かるた大会は、子どもの来場者数が少なかったこともあり、少ない参加者での開催と

なりましたが、子どもたちには好評で、２回に分けて実施しました。 

絵本の読み聞かせをしている団体もあり、次回以降は時間をそれぞれ調整してより多

くの来場者を呼び込めるようにできればと感じました。 

１２ 「見つけよう あなたにできる ３Ｒ」 

町田市環境資源部環境政策課 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まちだの地域の味『まちだすいとん』を味わおう」 

町田市食育ボランティア（町田市保健所保健予防課） 

 

町田市内の一部地域では昔から小麦を栽培しているため、小麦を使用した「すい
とん」が食べられてきました。「まちだすいとん」は市内農家さんが昔から食べて
いたすいとんを町田市保健所と町田地域活動栄養士会の栄養士が協力してレシピに
おこし、野菜摂取量の増加や町田産農産物の普及啓発、地域の味の伝承などを目的
に町田市食育ボランティアがイベント等で提供しています。 

今回のくらしフェアでは１００食（１２時から５０食、１３時から５０食）を提
供し、あっという間に配布が終了しました。野菜摂取や地場野菜の普及啓発ととも
に、初めてすいとんを食べた方もおり、地域の味を知ってもらう機会にもなりまし
た。 

町田市食育ボランティアは他に、行事食や食事マナー等、食に関する幅広い分野
で活動しています。食育に関してお力になれる取組がありましたら、町田市食育ボ
ランティア事務局（保健予防課）042-722-7996 へご連絡ください。 

イベント 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は 2 日間で１３＋１６の２９件のおもちゃを受け付けました。入院の１件を含め 

２５件を修理して８６％の修復率でした。 

４件のおもちゃは交換部品が無い、あるいは部品が作れないため修復不可能でした。 

＜修理品から＞ 

夢の子ネルルとユメル君：二人とも動かない。ネルルは電池受端

子に緑青が付着していて、電池 box を清掃。ユメルは断線してい

たヒューズを交換後、目を覚ましてご主人さまとのお話が始まり

ました。 

 

大型プラレール・トーマス：ひと昔前の磁石式スイッチが作動せず動かない

ため、スライドスイッチに交換・取付の細工をして完成、父から子へ世代を

越えて動き続けることになります。 

 

 

ロボット：歩行しない、左膝下の外側の骨が切断していました。人の骨折はボルト

で固定することもありますが、針金と接着剤で固定して劣化したモーターを交換し

て現役に復帰しました。 

 

壊れたおもちゃを治します！ 

       おもちゃ病院まちだ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家計簿で暮らしが変わる！スッキリする！ 

～物価高 乗り切るポイントをお伝えします～ 

町田友の会 

 

藍染を楽しもう！ 

町田友の会 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明和荘タイムスは印刷と陶芸の作業を行っています。 

今回は法人の畑で育てた、ひょうたんを利用し、ひょうたんの絵付けワークショップ
と、オリジナル陶器や、メモ帳等の販売をしました。 

メモ帳は印刷の時に使っていた紙を再利用して作ったエコなメモ帳です。 

ひょうたんの絵付けは小学生が楽しんで行ってくれていました。 

わくわくひょうたんワークショップ 

社会福祉法人コメット 原町田スクエア 明和荘タイムス 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「桃の木工房」は、文学館や書店のイベントで絵本や紙芝居の読み語り、手遊びなどをしていま

す。昨年度は協賛団体として参加しましたが、今年度は参加団体として 4 月の実行委員会からくら

しフェアに関わることができました。 

9 月 28 日（土）に、下記の通り 3 回上演し、乳児、幼児の親子連れの方、小学生、大人の方な

どたくさんの皆さんに楽しんでいただけました。 

 

1 回目 11 時～11 時 40 分 

紙芝居 ニャーオン 

紙芝居 よさくどんのおよめさん 

絵 本 まっくろネリノ 

紙芝居 かりゆしの海 

紙芝居 おいしいとびらを 

とんとんとん 

 

3 回上演した「かりゆしの海」について紹介します。「かりゆしの海」は、沖縄の海を題材とし

た、環境がテーマの紙芝居で、「ユガフ タボーリ」という言葉を、見ている方と一緒に声を合わせ

て言うところが何度もある参加型です。「ユガフ タボーリ」というのは「幸せがやってきますよう

に」という意味の沖縄の言葉です。願いのこもった美しい言葉を大人と子どもが一緒に大きな声で

合わせて、素敵な空間が生まれました。 

紙芝居と絵本の読みがたり ～いのちと平和を考える～ 

桃の木工房 

 

 

 

3 回目 15 時～15 時 30 分 

絵 本 どうぶつどんどん 

紙芝居 よだかの星 

絵 本 まっくろネリノ 

紙芝居 できたかなまあだかな 

紙芝居 かりゆしの海 

 

2 回目 12 時 30 分～13 時 

紙芝居 はしれ！くるまいすの

いぬはなこ 

紙芝居 かりゆしの海 

紙芝居 やさしいライオン 

絵 本 へいわってどんな 

こと？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての出展でしたが、たくさんの子ども達が輪投げにチャレンジしてくれました。 

今回はペットボトルで作ったピンと新聞紙で作った輪っかでしたので、ご家庭の中で

も作れる遊び道具のご紹介になったかと思います。 

太陽の村は町田市内を中心に不登校のお子様の支援をしている団体ですが、ペットボ

トルはいろいろな工作に使える大変便利なアイテムです。 

ゴミの軽減にもつながりますので、ぜひチャレンジしてみてください。 
 

輪投げ大会 

特定非営利活動法人 太陽の村 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無料 FP 相談会 

FP-One’s Life Navi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３R かるた大会 

町田市環境資源部環境政策課 

 

 

親子で遊ぼう音楽広場 

町田市消費生活センター 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナー 新 NISA 「資産運用 脱・初心者編」 

FP-One’s Life Navi 

 

 

 

セミナー FP から見た「金融詐欺・災害・震災」対策 

FP-One’s Life Navi 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相続は、人生において多くの人が経験することですが、何度も経験する 

ものではありません。 

  そのため、何から手を付ければいいのかわからないということで不安な

方もいらっしゃると思います。 

  そこで、私たちは、相続手続の内容についてわかりやすくお伝えしたい

と考え「弁護士による相続セミナー」というテーマで講演させていただ

き、講演では、相続制度の概要から遺言書の作成方法まで重要なポイント

についてお話しました。 

  講演終了後に、参加者の方からの質問をお受けでき、市民の皆様の関心

の高い内容であったことを認識できました。参加者の方からは様々なお声

もいただきましたので、来年以降に活かしていきたいと考えております。 

相続セミナー 

町田弁護士クラブ 

 

ホール企画 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２７日（金）１４：００～１５：３０  講師：小清水孝子さん（大妻女子大学教授） 

 町田地域活動栄養士会では、スポーツ選手の栄養サポートに携わる、管理栄養士で公認スポ

ーツ栄養士でもあり、健康運動指導士でもある小清水孝子さんを講師にお招きして、スポーツ栄

養の講演会を行ないました。参加 43 名。 

 昨今、思い立った時に手軽に体を動かすことができるジムが流行したり、今年はオリンピックが

開催されたり、スポーツ意識が高まる中、スポーツをするためにはどのように、何の栄養を摂った

らよいか、というお話を少し専門的な内容と講師ご自身の指導経験も含めてお話しいただきまし

た。 

 講演会の参加者からは、・子どものスポーツ時の補食について詳しく知ることができた。 

・補食の意義がよくわかった。 ・たんぱく質は普段の食事から摂れるということがわかってよかっ

た。 ・たんぱく質を摂ることの意識だけではなく、糖質を摂ることの重要性が学べた。 ・登山をし

ているので大変参考になった。 ・孫の活躍に期待しており、食事関係は特に参考になった。 他、

様々な感想をいただきました。各々ができることから実践し、講演会の内容を活かしていただけれ

ばと思います。町田地域活動栄養士会としましても今回の講演会を加味し、地域住民の食生活の

向上及び健康増進に寄与していきたいと思います。 

「実践！家族で学ぶスポーツ栄養」 

町田地域活動栄養士会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FP－One’sLifeNavi 開催イベント 

  9 月 27 日 セミナー 新 NISA「資産運用 脱・初心者編」 

   9 月 27 日 セミナー FP から見た「金融詐欺・災害・震災」対策 

9 月 28 日 講演会  新 NISA「資産運用 初心者編」 

同上両日  ファイナンシャルプランナー無料相談会 

2024 年から NISA 制度に変更があり、投資初心者が増えています。そこで、新 NISA を始めてはみた
が制度内容や投資方法を理解していない方向けに講演会・セミナーを開催することとしました。 

投資信託や株式についての考え方を伝えることにより、不安に対する心構えができたのではないかと
思います。また、昨今多く発生している金融詐欺に対する事前準備や事後対策をお伝えしました。 

多くの方はどうしたらいいのか不安しかなく、対策をしておくことで少しでも防げることに安心して
いました。また、災害や震災に対する保険の考え方そして、他の方が言わない事前に準備するものなど
をお知らせしました。相談も含め、各イベントとも参加いただいた方々には有益な日となったと思いま
す。 

新 NISA 「資産運用 初心者編」 

FP-One’s Life Navi 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「漫才」と「コント」で笑って学ぼう！消費者問題 

町田市消費生活センター運営協議会 

 

キラーコンテンツ 

出前寄席ユニットアクトリー 

明治大学落語研究会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作り品や乾物の販売 

町田友の会 

 

 

 

ドライカレーランチ 

町田友の会 

 

 

 

 

販  売 



 

 

 

 

 

 

 

 

販売：９月２８日(土)10 時～15 時 

クッキー・パン・ジャム等 

おかげ様で完売致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パン・焼き菓子販売 

社会福祉法人コメット 原町田スクエア 小麦の家 

 

 

 

パン・焼き菓子販売 （協賛企画） 

紫苑の会シャロームの家 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全な食品 

多摩南生活クラブ生協まち町田中央 

 

 

 

まちだの新鮮野菜販売 （協賛企画） 

町田市農家有志 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シネマでトーク 

町田市男女平等推進センター 

 

 

 

折り紙コーナー 

折り紙の会 

 

協賛企画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術作品展示 

町田かたつむりの家アートクラブ 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準  備 

 

 

非常口確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉 会 式  



 

 

まちだくらしフェア 2024 第一回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 4 月 12 日（金）10:00～10:40 
場所：市民フォーラム第２学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（牧嶋）  
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾）  
   FP‐One’s Life Navi（浅黄） 桃の木工房（伊藤） NPO 法人 太陽の村（植野）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（福岡・金田・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市防災安全部防災課（荒井） 町田市保健予防課・町田市食育ボランティア（望月・永松） 
   町田市環境資源部環境政策課（柿本・花田）  
   町田市消費生活センター（磯﨑・田中・井上・寺岡） 
次第 
 1．消費生活センター所長（磯﨑）あいさつ  
 2．消費生活センター運営協議会会長（金田）あいさつ 
 3．各団体実行委員自己紹介 
 4．事務局連絡 
   ①2024 年度開催方針…コロナが 5 類に移行しているため制限のないかたちで開催する。 
   ②団体登録証及びロッカー使用の更新手続きがまだの団体は手続きを行うこと。 
   ③実行委員会の際の保育を希望する場合は事務局まで連絡すること。 
 5．実行委員会日程 
   毎月第二金曜日 10 時から。5/10・6/14・7/12・8/9・9/13 
   反省会は 10/25（金） 
 6．三役委員選出 
   実行委員長  伊藤（桃の木工房） 
   副実行委員長 福岡（町田市消費生活センター運営協議会） 
   書記     中山（町田地域活動栄養士会） 
 7．司会者交代（事務局から実行委員長へ） 
 8．開催日及びテーマについて 
   開催日 9/27（金）・9/28（土）で決定 
   テーマ 「見つけよう！明日を変えるくらしのヒント（大人も子どもも）」 
   ・昨年度と同じテーマにする。くらしフェアに向けて実行委員会を進めていくと同時に 
    来年度のテーマも考えて、反省会で挙げることとする。今年度は 48 回なので 50 回 
    開催時を意識してテーマを考えられるとなおよい。 
 9．部会編成について 
   ①仕事の配分、人数割り等 
    〇企画庶務部会：催しの企画、会場レイアウト、飾り付け、アンケート等 
      町田地域活動栄養士会・企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」 

実行委員会議事録  



      町田市消費生活センター運営協議会・町田市防災安全部防災課 
      町田市保健予防課・町田市食育ボランティア ・ 町田市環境資源部環境政策課 
    〇広報部会：ポスター・チラシ作成・配布、案内状発送、ミニコミ誌等に掲載依頼などの 
     広報活動 
      町田友の会・多摩南生活クラブ生協 まち町田中央・ 
      コープみらい地域クラブ まちだ平和  
    〇編集部会：しおり、報告書作成 
      新日本婦人の会町田支部・FP‐One’s Life Navi・桃の木工房 
     ②各部会の所属決定、各部に分かれて各部会長、書記選出、各部会日程決定         
 10.その他 
   参加内容票の提出締め切りは、5 月 2 日（木）。 
 
 ◎次回 5 月 10 日（金）10 時～ 市民フォーラム第 2 学習室 
 
 
まちだくらしフェア 2024 第 2 回 実行委員会議事録 
 日時:2024 年 5 月 10 日（金）10:00～11:00  
場所：市民フォーラム第２学習室  
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 多摩南
生活クラブ生協 まち町田中央（牧嶋・清水） コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐
One’sLifeNavi（浅黄） 原町田スクエア(諸星) 桃の木工房（伊藤） NPO 法人 太陽の村（児玉） 企業組合
ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 町田市消費生活センター運営協議会（金田・福岡・高
橋・木脇・梅谷・坂東） 町田市保健所保健予防課（永松） 町田市消費生活センター（田中・井上）  
次第 
 1．実行委員長あいさつ 第１回実行委員会欠席の方の自己紹介及び部会編成(企画庶務部会：児玉・諸星) 
2．各部報告 各部会議事録参照 

 3. 事務局から 
 (１)「2024 団体テーマ・利用施設等一覧」について 利用施設希望が被っているところの調整を行なう。 

プロジェクターとスクリーンは事務局で用意ができる。 FP‐One’s Life Navi 無料 FP 無料相談室：テスト
室 セミナー 新 NISA「資産運用 初心者編」：委員活動室 セミナー FP から見た「金融詐欺・災害・震災」
対策：委員活動室 セミナー 小学生が資産運用を始めたら：委員活動室 町田市防災安全部防災課 講演会は
行なわず不参加になると思われる 町田市環境資源部環境政策課 講座「３R 公開講座」：28 日和室 ※昨年救
護室がなかったので、今年度は保育室を救護室とする。 
 (２)イベントの事前申込(イベシス)について ホール講演会の満室は難しい。事前申込(イベシス)なしで行

なってもらえると事務局の負担も減る。必要かどうか次の実行委員会までに事務局に連絡をしてほしい。  
(３)協賛団体の参加について ・東京都計量検定所 日程照会後の参加連絡はない。例年通り参加すると思

われる。 ・町田市男女平等推進センター 今年度も出展する。28 日 PM 視聴覚室 ・野菜販売 金土のどちら
か ・折り紙の会 これから連絡 ・かたつむりの会 日程伝え返事待ち 
 (４)書記の方は実行委員会、各部会の議事録等を事務局に提出してください。 
 (５)その他 ・町田サポーターを受付に１人依頼している。 ・開会式に市長及び市議会議員の参加なし。

（9 月は議会があり 27 日は最終日のため）  



4．協議事項  
(１)ちらし案について 〇ちらし案を２種類用意した。イメージはどちらがよいか。裏には参加団体一覧を

入れていたがそれも含めて意見が欲しい。 ・インパクトは②。何をやるのかがわかりにくいので裏面にしっ
かり記載する必要あり。 ・ちらし以外(ポスター等)での活用方法もある。 〇ちらしについて、今年度から
広報部会で作成できないか、と事務局から打診あり。 ・生涯学習センターボランティアバンクに教えてもら
えるか。事業準備室を使えるか。運協のパソコンは使用してよいか。その際ソフトは入れられるか。個人の
パソコン持参でやるのは可能か。運協のパソコン、個人のパソコンどちらにしてもセキュリティーの問題が
ありリスクがある。なので従来通り事務局で作成してもらえないか。 →続きは部会にて協議する。ちらしの
案については次回また提示する。  

(２)まちだすいとんについて(保健予防課より) 〇まちだすいとん５０食無料配布予定。少ないか？ ・余る
よりは足りないくらいの方がちょうどよいのではないか。 →持ち帰って協議する。 
 (３)報告書の作成について(編集部会より) 〇報告書作成部数は 200 部予定だが 200 部必要か？ ・紙資源

削減のため、今後検討していく。  
以上 

 
 
まちだくらしフェア 2024 第 3 回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 6 月 14 日（金）10:00～11:00 
場所：市民フォーラム第２学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（牧嶋・清水）  
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐One’s Life Navi（浅黄） 
   桃の木工房（伊藤） NPO 法人 太陽の村（植野）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（金田・福岡・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市保健所保健予防課（永松）  事務局（磯﨑・井上） 
次第 
 1．実行委員長あいさつ 
 2．各部報告  
   各部会議事録参照 

①企画庶務部会  
 ③電源について 生活クラブは電源なし。弁護士会はホール近くで電源を確保する。 
 ⑥ロビー使用団体 卵の販売参加については引き続き返答待ち。折り紙の会は金・土両日参加。            
 ⑦和室の使用について ３R が金土どちらでも可なので消費生活センターの返答待ち。 
 その他 ・友の会について、両日ロッカー横を L 字型に使用する。 
      27 日に視聴覚室で行なうイベントの時間を 10:30~12:00、13:30~15:00 に変更する。 
     ・FP 相談室について、テスト室と準備室の間の扉を締め切りにする。 
            机とイスを使用予定だったが、テスト室にある物を使用するため一覧から削除する。 
     ・桃の木工房と運営協議会の絵本の読みがたりと読み聞かせについて、被るので運協の 
      方を削除する。 
     ・太陽の村について、輪投げで使用予定の机は 1 に、ボードは 1、イスは 2 に訂正する。 



     ・折り紙の会について、机 3、イス 6 を追加する。 
     ・かたつむりの家について、わくわくこみちで可。 
②広報部会 
 事務局からの提案  
  ２種類のチラシ（案）を使用したい。手書きには温かみ・人間味・優しさを感じる。しかし半  
  面、個人的・閉鎖的な感じもある。そのため配布する場所によって使い分けてはどうか。   
 チラシ案の検討 
  チラシ①案（デジタル） 構成・色合いを今後詰める。「第 48 回」を強調したい。さわやかな 
              イメージの水色の背景も良いかと考えている。 
  チラシ②案（手書き）  インパクトがあっていいが色がたくさん入っているためゴチャゴチ           
              ャしたイメージ。 

                 →昨年の物を参考に作成した。見やすいよう色合いを修正する。 
              おもちゃ病院に目がいく。 
               →修正する。 

   ・①②案デザインが違うにしても同じ内容の記載が必要ではないか。  
 ・前回から進展に滞りを感じる。事務局に頼ることなく広報部会で作り上げることも重要では 
  ないか。 
  →パソコンが得意な人がいない状況のため、前回も提案したが生涯学習センターボランティ 
   アバンクの方に教えていただきたい。 
 ・実行委員会は、そのときに集まったメンバー内で、得意・不得意もある中でみんなでできるこ  
  とを協力し合ってやっていくこととする。 
 チラシについては次の実行委員会で承認を得られるように進める。 
 今後、紙ベースをなくすのであれば QR コードを利用してしおりを使ったり、アンケートを行な   
 うことも考えていけるとよいかと思われる。 

  ③編集部会     
   企画庶務部会の報告をうけて、受付を設けないのであればしおりは少なくて良いのではないか。 
   １日目終了後、２日目の追加を刷る予定。初めから少なめで用意する。 
   ポスターは必要な枚数だけ要求してほしい。  
3. 事務局から  
   (１)「2024 団体テーマ・利用施設等一覧」の最終確認ついて  
     センターだより特集号・ポスター等の作成に使用するため、内容を確認して、未定の箇所や 
     修正がある団体は 2024 年 6 月 21 日（金）までに事務局に連絡すること。 
   (２)ホール使用申請書について 
     ホールを利用する団体は「町田市民フォーラムホール使用計画書・点検書」（ピンク色の書類） 
     を 2024 年 8 月 9 日（金）までに事務局に提出すること。 
   (３)消費生活センター事業準備室の使用について 
     希望団体は、事前に事務局に希望日と時間帯（午前・午後）を連絡すること。 
     ①現在わかっている使用できない日 
      休館日（毎月第 3 水曜日）、毎週火・土・日曜日と祝休日、6 月 17.21.24 日、7 月 24 日、 
      8 月 2.8.22 日、9 月 4 日 
      ＊上記の日以外でも使用できなくなることがあるため詳しくは事務局に尋ねること。 



     ②希望の時間が重なった場合には譲り合って使用すること。 
   (４)書記は実行委員会、各部会の議事録等を事務局に提出すること。 
その他 町田友の会より ドライカレーを作るのに保健所への申請は必要か？ 
     →申請書類は必要。事務局から保健所に連絡する。 

以上    

 
 
まちだくらしフェア 2024 第 4 回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 7 月 12 日（金）10:00～11:20 
場所：市民フォーラム第２学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（牧嶋・清水）  
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐One’s Life Navi（浅黄） 
   原町田スクエア（諸星） NPO 法人 太陽の村（植野）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（金田・福岡・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市保健所保健予防課（永松）  事務局（磯﨑・田中・井上） 
次第 
 1．実行委員長あいさつ 
   委員長欠席のため副委員長あいさつ 
 2．各部報告  
   各部会議事録参照 

①企画庶務部会  
 協議事項①時間割（より良いネーミングがあれば変更可能）を貼る。わくわくこみち、調理室前、 
      入場者チェック所の３カ所。 
      →わかりやすくてよい。 
     ②クイズラリー実施の提案。クイズは人がブースにいなくても答えがわかるようにする。 
      問題と答えは 9 月 20 日までに事務局に連絡する。 
      →（参加）消費生活センター運営協議会、新日本婦人の会、  
      町田友の会、多摩南生活クラブ生協、町田地域活動栄養士会、コープみらい地域ｸﾗﾌﾞ 
     ③パネル配置の提案。計量検定所がパネルの展示をするのでスペースを確保してほしい。 
      →⑦弁護士クラブと⑧消費生活センターの間を確保。机１、ボード１、T 脚２使用。 
      コープみらい地域ｸﾗﾌﾞのイベント「駄菓子屋さん」をロッカーコーナーにて追加実施。 
      机１、ボード１、T 脚２、椅子２使用。  
      キッズコーナーで実施の紙芝居と絵本の読みがたりの実施時間がわからないため、わ    
      かり次第輪投げ大会との調整をする。  
      机とイスは足りているので調整する必要なし。（事務局より） 
     ④すいとんの提供について、正式な時間と食数が決定次第、事務局に連絡。 

  ②広報部会 
 チラシに載せてほしい内容だけ確認して、あとは部会に一任してほしい。 



 全体向けチラシ、子供向けチラシ、共通項目は必須。詳しい催し物は裏面。  
・すいとんは載せてほしい。（食育ボランティアより） 
 来月には最終決定。 
③編集部会   

   （１）しおりについて、消費者生活センターで作成している「センターだより特集号」がしおり 
      より内容が濃く、カラーできめ細やかに作られているためしおりの代わり配布するのはど  
      うか提案。 
      →新聞折込のため余りが出てしまう。それを配布する。 
   （２）報告書の作成時に使う写真の取りこぼしがないように、事務局と調整して撮影していく。   
3. 事務局から  
 (１)申込型イベントの受付について 
   イベシス使用団体に細かい部分を連絡する場合あり。 
 (２)保育について 
   例年金曜 AM，PM、土曜 AM，PM のフェア全体で 4 分割で保育を実施しているが、保育室を 
   救護室として使用するなら保育は必要ないか。保育はできないが子供が遊べるスペース（キッズ  
   スペース）ならある。 
   →キッズスペースを保育代わりに使われるのは困る。 
   →保育を行なうことにする。（イベシス申込）  
 (３)東京都消費者月間協賛事業の承認について 
   承認いただいた。 
 (４)「臨時出店届」（保健所）の提出について 
   食品取扱団体について、保健所に 9 月に提出するため、次回実行委員会までに事務局に提出する  
   こと。 
 （５）「町田サポーターズ」活動依頼について 
   金曜 AM,PM,土曜 AM,PM で 4 名協力いただける。 
 （６）「2024 団体別テーマ・利用施設等一覧」の確認のお願い 
   訂正があれば早めに連絡する。 
   次週までにひょうたんワークショップの費用と、紙芝居と絵本の読みがたりの時間を連絡する。 
 ※書記は実行委員会、各部会の議事録等を事務局に提出すること。           
4. 協議事項 
 （１）会場レイアウト（パネル展示）について 
    2.各部報告の②企画庶務部会にて協議済み 
 （２）役割分担について 
   27 日（金）10:00~11:00  コープみらい      28 日（土）10:00~11:00   友の会                                                  
                 11:00~12:00  生活クラブ                    11:00~12:00   生活クラブ                                                                   
                 12:00~13:00                              12:00~13:00   
                 13:00~14:00  食育ボランティア              13:00~14:00                                                                                                     
                 14:00~15:00                                14:00~15:00                                            
                 15:00~16:00  FP‐One’s Life Navi           15:00~16:00       
      次回実行委員会にて最終決定。                                    
                                         以上           



まちだくらしフェア 2024 第 5 回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 8 月 9 日（金）10:00～11:10 
場所：市民フォーラム第２学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（清水）  
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐One’s Life Navi（浅黄） 
   桃の木工房（伊藤）  NPO 法人 太陽の村（植野）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（福岡・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市保健所保健予防課（永松）  事務局（磯﨑・田中・井上） 
次第 
 1．実行委員長あいさつ 
 2．各部報告  
   各部会議事録参照 

①企画庶務部会  
 協議事項②友の会のドライカレーについては、食券を販売し時間内に受け取りに来てもらうよ  
      うに、時間を制限する。 
     ③看板については事務局に依頼。 
     ④ランタンは何個用意するのか？ 
      →10～20 個作る予定。 
     ⑤今回の資料に配置図がないがどういう状況か？ 
      →前回から変更がないとのことで添付していない。次回の実行委員会にて最終決定の 
       配置図を添付する。（事務局より） 

        前日の準備は具体的にどう進めるのか? 
      →企画庶務部会・事務局の説明のもと、準備に取りかかる。実行委員のみではなく、 
       各団体の仲間も準備への参加を促してほしい。  

  ②広報部会 
③編集部会   
（２）報告書について・内容⑦資料 報告書の内容は昨年度を参考に 10 月 25 日までにメールにて 

     送信すること。未提出等の催促は事務局に依頼したい。 
 3. 事務局から  
 (１)「2024 団体別テーマ・利用施設等一覧」の確認のお願い 
   資料の網掛け部分が前回からの変更点及び最終決定。 
   →藍染の費用は 600 円ではなく 500 円で。 
 （２）計量検定所はパネル展示のみ参加決定。前日午後に準備に来る。 
 （３）8 月以降のスケジュールの確認について 
   特集号  9/5（木）新聞折込される 
   イベシス 9/27（金）のイベントは 9/5（木）正午より 
        9/28（土）のイベントは 9/6（金）正午より  開始 
        （栄養士会の講演については 9/6（金）より） 
        締め切り 9/23（月） 翌日に人数確定 名簿は当日  



 （４）チラシ原案の承認及び配布について 
   ・裏面に主催団体名の記載はないがよいのか？ 
    →裏面は当初の予定通り 2019 年度のチラシを参考に作成。2019 年度のものには団体名の 
     記載はなかった。文字が多すぎると文字が小さくなり見えづらくなる。今から団体名を入れ 
     るのは時間的に厳しい。特集号には団体名の記載もありチラシより詳しく載っている。 
   ・藍染めを楽しもう！のイラストが T シャツになっているが実際は T シャツではないので誤解を 
    招くのでは？ 
    →イラストを削除する。 
   ⇒承認  
   本日午後印刷をし、事業準備室にて保管。昨年の実績をみてパソコン作成チラシ 450 枚、手描き 
   チラシ 50 枚。週明け 13 日（火）午後より受け渡し可能。団体一覧表を用意するのでチラシを持 
   っていった枚数を記載すること。 
   QR コードにはくらしフェアの情報を載せている。現状まだ最低限の内容だが、載せてほしい内容  
   があれば教えてほしい。 
 (５)事業準備室等の使用について 
   ６月に実行委員会で示した使用不可日から追加の不可日はない。急遽使用できなくなることもあ 
   るので使用したい場合は事前連絡をお願いしたい。 
 (６)台風接近時等の対応について 
   施設が災害時の避難場所になっている。よほどの災害が起きない限りは使用できなくなることは 
   ないと思われるが。 
   次の実行委員会にて協議する。 
 その他 

・コロナ感染者が増えてきているがその対策は？ 
 →市役所としてはコロナの対応は取っていないため、市の方向性に則って実施する。（事務局より） 
・１週間前 9/20（金）の実行委員会はあるのか？ 
 →9/13（金）の第６回実行委員会にて決める。（委員長・副委員長より） 

※書記は実行委員会、各部会の議事録等を事務局に提出すること。 
5. 協議事項 
 （１）役割分担について 
   27 日（金）10:00~11:00  コープみらい      28 日（土）10:00~11:00   友の会                                                  
                 11:00~12:00  生活クラブ                    11:00~12:00   生活クラブ                                                                   
                 12:00~13:00  桃の木工房                 12:00~13:00   太陽の村 
                 13:00~14:00  食育ボランティア              13:00~14:00  （事務局が声かけ）                                                                                                   
                 14:00~15:00  新日本婦人の会                14:00~15:00   はちどり                                        
                 15:00~16:00  FP‐One’s Life Navi           15:00~16:00   栄養士会    
     当日の仕事内容についてはこの後企画庶務部会にて話し合う。                                        

以上          

 
 
  



まちだくらしフェア 2024 第６回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 9 月 13 日（金）10:00～11:20 
場所：市民フォーラム第２学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（清水・牧嶋） 町田スクエア（諸星）  
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐One’s Life Navi（浅黄） 
   桃の木工房（伊藤）  NPO 法人 太陽の村（植野）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（福岡・金田・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市保健所保健予防課（永松）  事務局（磯﨑・田中・井上） 
次第 
 1．実行委員長あいさつ 
 2．各部報告  
   各部会議事録参照 

①企画庶務部会  
 協議事項②生活クラブの販売コーナーが暗いため、間接照明を使って明るくする。 
     ③来場者把握は、2 名でエレベーター前と上りエスカレーター前とに分かれ、それぞれ      
      が子供（小学生以下）と大人でカウンターにてカウントする。カウンターは子供と大  
      人がわかるようにしるしをつける。 
②広報部会  
 チラシは各方面無事発送済。 
③編集部会   

   前回同様。 
 3. 事務局から  
  ・消費生活センターだより特集号が発行され、新聞に折り込まれた。４月に予定していた枚数よりも 
   必要数が少なく、4 千部の余裕がある。なのでチラシではなく特集号の配布をお願いしたい。 
  ・町田市中央地区商業振興対策協議会（9/19 開催予定）に所長・実行委員長・運営協議会会長の 3 名 
   で参加し、くらしフェア宣伝協力をお願いする予定。   
   ・イベント申し込みの状況はまだまだ少ない。（イベシスにて申し込み状況は調べられる。） 
   ・PR について、9/4 にプレスリリースを行なった。読売新聞・朝日新聞より取材の申込みがあり、 

 朝日新聞 9/12 朝刊に掲載された。小田急町田駅と JR 町田駅をつなぐペデストリアンデッキに 
 9/21~28 でポスターを掲示予定。  

  ・ロッカーの使用について、9/26～9/28 まで利用可能。希望者は事務局まで。   
  ・荷物の搬入について、9/26～9/28 の間、市民フォーラム裏手にある荷捌き場から搬入可能。短時間 

 （20 分程度車から離れる）の利用を。 
 質問：地下には入らず外から搬入すればよいか？（保健予防課） 
   →そのように周知してほしい。（事務局） 

  ・役割分担について、9/28（土）13 時～環境政策課が担当を了承。 
  ・添付資料の配置図に非常口を表示。前日準備の時にみんなで確認する。 
  ・イッツコムの取材について、9/27（金）取材が入る予定。パネル展示を PR する。 
  ・受講者名簿について、イベント開始前に受け取り、イベント終了後に返却。コピー不可。紛失厳禁。 



  ・イベント飛び入り参加者の対応について、定員に達するまでは可。飛び入りの方の氏名、住所等の 
 聞き取りは必要ない。 

  ・次回実行委員会は 10/25（金）10:00～ 4 階第 2 学習室にて。 
    質問：１日目の売れ残り等、準備室で保管可能か？（友の会） 
      →保管可能。（運営協議会） 
    質問：前日準備の集合時間や流れは？ （FP‐One’s Life Navi） 
      →26 日 10 時集合。午前は全体準備。【情報展示コーナーのイス・テーブル運び、ホールの ソ  
       ファー移動、パネル・パネルの脚を倉庫から出す、イスは 3 階倉庫、テーブルは 4 階から 
       移動。】午後は各団体準備。解散時間は特に決めていない。 
       27 日 9 時 30 分より開会式。28 日 9 時 45 分から朝礼。16 時閉会式。（事務局） 
 ４. 協議事項  

・クイズラリーについて 
  ‣クイズの内容は 9/20 12 時までに事務局にメールすること。 
  ‣消費生活センターも追加でクイズラリーに参加する。 
  ‣運営協議会で用紙を配布する。各団体にも配布する。答えの欄を付け足す。（振り返りのため） 
  ‣えんぴつを用意する。 
  ‣保健予防課は、イラストクイズ。 
  ‣マグネットやティッシュなど景品としてお渡しできるものはあるが？（事務局） 
   →ブースが必要になってしまうので景品は必要ない。 
  ‣クイズラリー不参加団体もクイズラリーの認知をしていてほしい。 

  ・台風接近時の対応について 
 市民フォーラムは災害時に帰宅困難者受け入れ施設となるため、災害の場合はイベントは行えな 
 い。台風接近等で 26 日前日準備ができない場合、27 日午前に準備を行い午後から開催するか？ 
 28 日のみ開催するか？中止にするか？臨時実行委員会を開き開催判断を協議するか？ 
  ‣直近になって開催判断をしなければならない状況が生じた場合には、事務局・実行委員長・ 
   運営協議会会長で決定し、事務局より各団体に連絡をすることとする。 

 ５．その他 
・イベント開催時は障がいがある方などいろいろな方が来場する。動線の確保、段差への配慮など 

の対応をお願いしたい。（事務局） 
・開会式にて市民協働推進担当 横山部長よりあいさつあり（事務局） 
・喫茶室 ラ・ドロン 例年出展希望はないが出展している状況。了承しておいてほしい。来年 
 度以降は参加団体として委員会に参加してほしいと打診する。（事務局）     
・会場図について、各団体の人たちにも周知しておいてほしい。（企画庶務部会） 

    
※書記は実行委員会、各部会の議事録等を事務局に提出すること。 
 提出方法は、持参、FAX、メールいずれでも可。 

以上         

 
 
   



まちだくらしフェア 2024 第 7 回 実行委員会議事録 
日時:2024 年 10 月 25 日（金）10:00～12:00 
場所：市民フォーラム第 2 学習室 
出席：新日本婦人の会町田支部（峯岸） 町田友の会（北洞・大隅） 町田地域活動栄養士会（中山） 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央（清水・牧嶋）   
   コープみらい地域クラブ まちだ平和（石井・長尾） FP‐One’s Life Navi（浅黄） 
   桃の木工房（伊藤）  町田スクエア（諸星）  
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」（雪澤） 
   町田市消費生活センター運営協議会（福岡・高橋・木脇・梅谷・坂東） 
   町田市保健所保健予防課（永松）  事務局（磯﨑・田中・井上） 
次第 
 1．実行委員長あいさつ 
 2．各部報告  
   各部会議事録参照 

①企画庶務部会  
 議事録訂正 出席メンバー 町田市保険所保険予備課× ➡町田市保健所保健予防課〇 
              町田市地域活動栄養士会× ➡町田地域活動栄養士会〇 
       20 日 出席メンバー 太陽の村出席         
②広報部会  
 来年度参加予定で広報部会に参加予定の団体はチラシ案を考えてくることを確認。 
③編集部会   

   報告書の提出がまだの団体は速やかに事務局までメール提出すること。 
 3. 事務局から  
   昨年度と比べ入場者数が多かった。ただし、集計方法がことなるので重複の可能性もある。 
  4. 協議事項  
  ①振り返り 各団体から良かった点、悪かった点、次回への課題・開催希望時期 
     コープみらい地域クラブ まちだ平和                                              
    ・昨年よりパネルの前に立ち止まる人は少なかったが、その分立ち寄ってくれた方にゆっくり話   
     を聞いてもらえた。 
    ・1 年の学習成果発表の場である。クイズラリーに参加したことで来場者とコミュニケーション  
     がとれた。来年への意欲へとつながった。 
    ・9 月開催が望ましい。 
   町田友の会   
       ・学習成果の発表の場であり、「友の会」を知ってもらえる場である。 
    ・9 月開催で 10 時～15 時実施希望。 
   多摩南生活クラブ生協 まち町田中央 
       ・来年参加予定。9 月土日開催を希望。子どもにも参加してほしい。9 月開催は真夏の暑さを 
     免れるので良い。 
    ・くらしフェアの看板の「2024」の 4 だけ書き換え、色が違うことに違和感があった。また 
     風船で飾るなどするともっと盛り上がるのではないか。 
    ・わくわく小道のランタンは良かった。 



       ・若い年代の客を呼ぶには若い世代の実行委員の参加を促す工夫が必要だと思う。 
   ➡保育（託児）は委員会の時もあらかじめの申請で可能なので、改めて周知する。 
 
    新日本婦人の会町田支部 
    ・9 月開催で良かったが、9 月は他の催し物があって来場者が少ない。 
    ・パネル展示の場所が広くゆったりしてよかった。 
    ・来場者と話ができて良かった。 
   FP‐One’s Life Navi 
    ・参加団体が減り、展示コーナーが閑散とし、感覚的には昨年より来場者は少なく感じたが？ 
    ・事務局の負担が増えた気がする。15 時過ぎには来場者はなく、受付終了の 15:30 過ぎから 
     片付け始め、事務局に頼まれた作業をし、終わった時には準備室には誰もいなかった。来年  
     は各団体で机やボード出しなど準備・片付けをしてはどうか？ 
      ➡参加団体は減ったが、その分パネル配置にゆとりができたという良い点もある。来場者数の 

   把握をカウンターを使用したことは、重複などの可能性もありきちんとした数ではないかも 
     しれないが、始末が楽でよい。なので昨年より減ったとは思わない。クイズラリーをきっか 
     けにパネルの前に立ち止まって話をする機会ができ良かった。マイナス面ばかりではない。 
     15:30 に片付けはじめは早過ぎる。16 時までは片付けないと決めた事は守るべき。（福岡） 

  ➡パネル・机出し等、各団体でできるものではない。前日の段取りがあり、事務局が提示しな 
     いと勝手に出すことはできない。来年度はどうするか？と繋げたい。（木脇） 
   企業組合ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 轍あい片付け部「はちどり」 
      ・初めての参加。周りのサポートがありありがたかった。    ・パネルの字が多すぎた。 
    ・クイズラリーに参加すればよかった。 
    ・くらしへの意識が高い方が多いので、若い方に参加してほしい。開催時期については初めての 
    参加ということもあり答えが出せない。 
    町田スクエア 
    ・育てたひょうたんへの絵付け、メモ帳・陶器販売を行った。 
    ・土曜日のみだけど、地域と繋がりたいという思いで参加した。 
    ・パネルで事業所の紹介をしたり、クイズラリーに参加すればよかった。 
    ・子どもの夏休み・土日開催がよいのではないか。 
   町田市食育ボランティア 
    ・天気が心配だったが、すいとん 100 食予定通り準備し、あっという間になくなった。残飯も 
     ほぼなかった。 
    ・すいとんの配布には、すごく暑い時期ではなく 9 月末の暑さが落ち着く頃で良かった。今後は 
     土日開催も考えてみてはどうか。 
    ・15 時過ぎには人が少ないが、16 時閉会式でその後に片付けをすると決めたのなら守るべき。 
     参加団体が少ないということは、準備・片付けの人手も少ない。また片付けだけする団体が 
     ある。前日準備・片付け参加を徹底する必要がある。 
    町田地域活動栄養士会 
    ・パネル展示と初めてとなる講演会を行った。 
    ・パネル展示ではクイズラリーを通して参加者とコミュニケーションがとれた。 
    ・講演会は事前予約は少なかったが、当日参加の方がいたため席も空き過ぎず良かった。 



    ・開催時期は若い世代の来場が期待できる７月の夏休みに入った頃が良い。 
   町田市消費生活センター運営協議会  
      ・来年の開催時期は土日を含めて考えてみてはどうか。 
    ・来場者数が増えて良かった。 
    ・実行委員会が始まる前に参加団体は決まっているので、その前に以前の参加団体等に打診する 
    必要がある。 
    ・食料自給率、米粉についてのパネルを作成、良い展示ができた。 
    ・ランタンを 20 個ほど作成、好評だった。 
    ・ホール講演会について、講演会のみのチラシを作成するのはどうか。 
    ・キッズコーナーについて、子どもと父親の参加が多かった。 
   ・野菜販売について、予定では 11 時からの販売で、農家のやざわさんは 10 時からと思って来て 
     いたが 11 時まで販売を待った。12:30 には完売してしまったので 1 時間待機してよかった。 

桃の木工房 
     ・年齢を問わず読みかたりに興味がある方がいる、と感じた。 
     ・他のイベントでも見かける親子が 2 組はいた。調べて参加してくれたのだろうか、と思った。 
     ・土曜日参加の団体員がすいとんの配布をしていることを知らなかった。告知があるとよかった 

  かと思った。 
 ・９月開催で良かった。    ・シャロームのパン販売も完売した。 
共催団体等からの声  （副委員長 福岡） 
 ・野菜農家 やざわさん 
   9 月末は野菜がとれず、販売する野菜をそろえるのが大変だった。 
 ・折り紙の会 
   ホールの電気が暗く、手先が見えずに折りづらかった。ランタンを移動し明るくした。 
 ・キッズコーナー  
   子どもは少なく、1~2 歳の小さな子が多かった。キッズコーナーと折り紙の場所を逆にし 
   てもよかった。 
 ・すいとんやパンは売れ行きが良かった。 
 ・関東電気保安協会 
   良い場所を確保したのに金曜日は来ず、土曜に確認したところ、土曜日だけの参加と事務 
   局に連絡してある、とのことだった。 
  ・来場議員 
   吉田市議  小野市議  佐々木市議  藤井都議  伊藤衆議院議員 
 ・生活クラブ生協の看板の意見を受けて、看板の変更は例年事務局が行なっていたが、今年は 
  企画庶務部会で行った。そのため 2024 の 4 は色が違ってしまった。今後それが気になるよう 
  ならすべてを変えなければならない。 
 ・実行委員と事務局との連絡を密にとらなければならないと思う。町田市で行なわれている 
  「町田エコフェスタ」（旧町田ごみフェスタ）は名称の変更とともに実行委員形式ではなくなり 
  市が行なっている。くらしフェアもそうなるのではないかと心配。事務局の意見を聞きたい。     
    減った参加団体は企業や役所関係。規模が小さいなら小さいなりに心のこもったフェアにした 
    い。 
おもちゃ病院まちだ  （事務局）   



 ・難しい故障などドクターが協力し合って修復できたときの達成感や治ったおもちゃを受け取 
  りに来られた親御さん、子どもたちの笑顔を糧に今後もおもちゃ病院まちだを継続する。 
保健予防課  （事務局）   
 ・自分たちの出展に特化するが、すいとん提供だったため、真夏ではなくこの時期の開催で良 
  かった。  
関東電気保安協会   （事務局）  
 ・可能ならワンフロアで全体が見える会場での開催の方が来場者が来るのではないかと思った。 
 ・開催時間は 10 時から 15 時でよいのではと感じた。 
 
事務局  

   ・実行委員との連絡や情報伝達を密に行えばよかったと反省。消費生活センターの職員が４名、 
    うち今年度新職員が２名で、他業務忙しく情報共有ができなかった。 
   ・関東電気保安協会の件は、参加団体内容票にパネル展示をやるかやらないかの選択しかなかっ 

たため 1 日参加 or2 日参加の選択肢もあればこの事態はなかったかもしれない。 
   ・くらしフェアは市の催しではあるけど、今後も実行委員がメインで行う。場所の予約やレイア      
    ウト図の作成、机出し、急な変更の伝達などは事務局が行う。 
   ・FP‐One’s Life Navi の発言の中の「事務局に頼まれた作業」については、事前準備や片付け  
    で高いところの作業や重いものを扱う時に男性の方に声をかけさせてもらった。 
   ・情報提供 くらしフェアの様子を多摩テレビではホームページに、J:COM では YouTube に、 
    それぞれアップされている。 
 ②報告書の市長・議長あいさつ文について 
   市も共催なので市職員のあいさつ文は必要。市長や議長は参加してないので書いていただくのも  
   いかがなものか。磯﨑所長に書いていただくことで決定。 
 ③次回開催について 
   7 月 8 月は健康を害する暑さのためなし。暑さの落ち着く 9 月末開催。若い世代にも来てほしい 
   ということで土日開催もありではないか。 
   9 月 26（金）・27 日（土） or 27 日（土）・28 日（日）で多数決を行ったところ、前記で決定。 
   開催時間は短縮する方向で考える。内容次第で子どもを持つ若い世代にも来場してもらえるので   
   はないか。 
 5.その他 
   次回実行委員会は４月第２金曜日開催予定。 
   3 月 1 日の広報で参加団体を募る内容が掲載される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
（1） まちだくらしフェア 2024 企画庶務部会編成団体 

・町田市消費生活センター運営協議会 
・町田地域活動栄養士会 
・町田市保健予防課（町田市食育ボランテイア） 
・町田市環境政策課（3R） 
・片付け＆リユース「はちどり」 
・社団福祉法人「コメット」（原町田スクエア） 
・NPO 法人「太陽の村」 
・事務局 

部会長：木脇（町田市消費生活センター） 
書記 ：梅谷（町田市消費生活センター） 
部会開催日：実行委員会後およびフェアー直前 
 
（2） 活動報告 

1． 第 1 回企画庶務部会 （４月１２日） 
部会長：木脇、書記：梅谷を選出 
・協議事項 
① 子供コーナーについて 

・読み聞かせや紙芝居の時間が分かるようにする。 
② 会場のレイアウトを考える。 

・通路の暗い箇所の灯を確認する。 
・かたつむりの家の参加を確認する。 
・マチベジの農家に野菜販売を依頼する。 
・パンの販売についてシャロームと小麦の家に確認する。 
・折り紙の会はロビーの予定。 
＊各団体のブースは、会場図によって配置を考える。 

③ 入場者数の数え方。 
      ・カウンターを使って数える。 

④ 東京都の協賛マークを付けたいので申請をお願いする。 
 

2． 第２回企画庶務部会 （５月１０日） 
・協議事項 

① 来場者数の把握 
・受け付けは設けず、カウンターで数える。 
・エレベーターからの来客とエスカレーターからの来客数を大人と子供に分けてカウントす
る。 
② 太陽の村の輪投げと桃の木工房の読み聞かせをキッズコーナーで行う。 
③ 電源について：生活クラブと弁護士会が要求しているので確認をする。 
④ パンの販売：9/27 小麦の家 9/28 シャロームが販売する。 

企画庶務部会活動報告  



⑤ ロビーの使用団体 
・折り紙の会：参加を再度確認する。 
・9/27 野菜販売、9/28 コメットのワークショップ 

⑥ 和室の使用を 3R と消費生活センターが希望しているので、日時を確認する。 
 

 3．第 3 回企画庶務部会 （6 月１4 日） 
     協議事項 
     ①各イベントのスケジュールを表にして張り出すようにする。 
     ②クイズラリーを各ブースで行うよう提案した。但し参加希望の団体とする。 
     ③会場図にて各ブースの配置やイベント会場を検討した。 
     ④食育ボランテイアから「町田すいとん」の無料提供。 
      ・１２時と１３時各５０食限定。チラシに明記してもらう。 
 

4．第 4 回企画庶務部会 （7 月１2 日） 
協議事項 
①タイムスケジュール表作成のため各イベントの時間を確認する。 
②通路にペットボトルを使った手作りのランタンを飾る。 
・10～20 個のランタンを作成する。 
③9/26（木）10：00 より前日準備を行う。 
・机や椅子、ボードの準備を行う。 
・午後からは各団体の展示作業を行う。 
・各団体からできるだけ多くの人に参加してもらう。 
④9/27 の初日は、9：30 に開会式を行うので 9：00 に集合。 
 
5．第 5 回企画庶務部会 （８月９日） 
協議事項 
①ペットボトルを利用したランタン作りを 9/13 の実行委員会後に行う。 
②入場者数の確認は、エレベーター側とエスカレーター側に一人ずつ配置して大人と子供のそれ

ぞれを各自 2 個で計測する。各団体から 1 人ずつ１時間交代で役割分担をしてもらう。サポー
ターが午前と午後交代で来てもらう。 

③キッズコーナーの太陽の村から輪投げの他に遊具も貸してもらう。 
④台風やその他の非常事態に関しては、次回実行委員会で事務局から説明がある。 
 
6．第 6 回企画庶務部会 （９月１３日） 
協議事項 
①実行委員会後にランタン作りやフェアの準備が行われた。 
②部会長と事務局でフェア前日の 9/26 の段取りについて打ち合わせを行った。 
・机や椅子、ボード類の各団体の使用個数と設置場所の確認。 
・机や椅子、ボード類の移動方法・手順の確認。 
・9/20 に再度詳細を打ち合わせた。 
③9/28 の片づけは、16：10 に閉会式後に行うので、展示物の撤去や机等の備品の移動は閉会式



が終わるまでは行わない。 
＊9/26 の備品類の移動について、事務局が手順書を作成して必要箇所に張り出してもらった。 
 
7．第 7 回企画庶務部会 （10 月 25 日） 
まちだくらしフェア 2024 について。 
①良かった点： 
・昨年と比べて入場者数が増えた。 
・新たに 2 団体が参加された。 
・実行委員会や参加団体、事務局の協力でスムーズに運営ができた。 
 
②反省点： 
・平日の集客率を上げる工夫を考えたい。 
・閉会式後に行うはずの片づけ作業が、閉会前に前倒しで行われた団体もあった。 

9/28 の朝礼時に再度徹底するよう申し入れをすればよかった。 
 
③来年度の希望に関して： 
・９月下旬開催希望。 
・ホールの出し物について専用のチラシがあればよい。 
 
以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
第 1 回広報部会(4 月 12 日) 
① 部会編成団体 

・コープみらい地域クラブまちだ平和部会編成団体（長尾・石井） 
・多摩生活クラブ生協町田中央 (牧嶋・清水) 
・町田友の会 (大隅・北洞) 

② 部会長・書記の選出   
部会長：長尾     書記：北洞 

③ 部会開催日  くらしフェア実行委員会終了後 
④ その他 

・今後の作業内容を作業フォロー図を参考にして確認 
・チラシの原案としてパソコンを使い作る一般チラシとする、子供用として 

手書きチラシの 2 種類とする 
 

第 2 回広報部会(5 月 10 日) 
① チラシ原案の検討する ・写真やイラストを具体的に入れる 
             ・記載必要事項の確認 
             ・裏面は 2019 年を参考にする 
             ・次回の実行委員会に 2 種類のチラシ原案を提案する 
 

第 3 回広報部会(6 月 14 日) 
2 種類のチラシを使うことが実行委員会にて承認される 
実行委員会で頂いた意見を参考にデザイン、色使い、字の大きさ、不足の項目などを 
確認してチラシ原案を検討し、事務局に印刷依頼する。6 月 20 日に張り出し部会をして、再検討した。 
知ろう！・学ぼう！楽しもう！の項目に分け、イラスト、写真などをいれる。 
 

第 4 回広報部会(7 月 12 日) 
①  実行委員会にチラシ原案を提示して意見をいただき、修正して一般ちらしは事務局 

手書きチラシは委員に依頼 
② くらしフェア 2024 案内状の原稿依頼を実行委員長に依頼 
③  広報案内状発送準備を事務局に依頼する 

7 月 24 日・8 月 5 日に張り出し部会をしてチラシ原案を裏面も含めて確認 
 

第 5 回広報部会（8 月 9 日） 
① 実行委員会にチラシ原案を提示し承認される(裏面も記載) 
② チラシ(1000 枚)と案内状の印刷を事務局に依頼 
③ 8 月 23 日張り出し部会をして、事務局より宛名入りの封筒、チラシ、案内状 

をいただきセットして、市会議員には市役所３階の議員ポストに届ける。 
その他は事務局に発送依頼 

広報部会活動報告  



  ④団体へのチラシは各団体が事務所にていただく(8 月 13 日以降) 
 
第 6 回広報部会 
   ①作業フロー図を広報部長、広報部会活動報告を書記に依頼 
 
第 7 回広報部会(9 月 25 日) 

 ①議事録・作業フロー図を事務局に提出 
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第 1 回  ２０２４年４月１２日 （実行委員会終了後） 
１．部会編成団体  

・新日本婦人の会 町田支部（峯岸）   
・ＦＰ－Ｏｎｅ‘ｓ Ｌｉｆｅ Ｎａｖｉ（浅黄） 
・桃の木工房（伊藤） 

 
部会長（書記を兼ねる）： 峯岸 

  部会開催日：実行委員会終了後及びフェア開催後に報告書作成する 
 
２．実行委員会への提案事項検討 
（１）しおりの作成について 
   ・部数 ５００部（入場者数に応じて追加する） 

  

（２）報告書の作成について 

 ・部数 ２００部（参加団体、関係市町村、図書館） 

 

＊５月の部会は行わない 

 

 
 

 

第２回  ２０２４年６月１４日 （実行委員会終了後） 

実行委員会への提案事項検討 

（１）しおりの作成について 

   ・部数 １００部（入場者数に応じて追加する）と話し合ったが、受付で渡さないで参加者
が自分で持って行くのなら、消費者生活センター運営協議会で作成している「センターだ
より特集号」を配布したいと思います。 

 

（２）報告書の作成について 

 ・写真撮影について話し合う 

 

 

 

 

 

 

 

編集部会活動報告  



第３回  ２０２４年７月１２日 （実行委員会終了後） 

実行委員会への提案事項検討 

（１）しおりについて 

  消費者生活センター運営協議会で作成している「センターだより特集号」を配布することに決         

  定 

 

（２）報告書について 

・表紙 

・内容 

① 消費者の権利 

② 挨拶（原稿依頼）･･･実行委員長、市長、市議会議長 

③ 写真（事務局と編集部会が担当） 

開会式、展示と催し、会場風景、実行委員会会議風景他、閉会式 

④ アンケート 

⑤ 実行委員会議事録 

⑥ 各部会活動報告 

⑦ 資料 

＊部会活動報告など、報告書の原稿提出は１０月２５日（実行委員会） 

（３）各団体の紹介について 

・Ａ４ 1 ページとし写真と団体の紹介文（はがき大 10 ㎝×15 ㎝）を入れる 

   

・右図のように掲載します 

   

・原稿提出はメールで事務局へ 

 

 

   

 
 
 
 
第４回部会（１１月１日） 
報告書作成始める 

 
その他作業 
１１月８日、２２日、２９日 
１２月２日、3 日、4 日、5 日、6 日                           

以上 
 

１テーマ 
団体名 

写真 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資  料 







9/28(土)

時間　10：00～15：00
（売り切れ次第終了）

時間 ①　12：00～　50食
　　 ②　13：00～　50食

時間　10：00～15：00
費用　300円

時間　11：00～12：00

 時間  ①11：00～11：40
 　  　②12：30～13：00
      　③15：00～15：30

時間　10：30～12：30
定員　20人
費用　500円

時間　13：０0～16：00
定員　２８人

時間　13：30～14：30
定員　5人（保護者同伴可）

時間　10：00～16：00

 9/27(金)・28（土）
両日開催

時間　10：30～12：00
　　　13：30～15：00
定員　各回8人
費用　100円

時間　10：30～11：30
定員　５人

時間　13：30～14：30
定員　５人

９/27（金）・28（土）両日開催

9/27(金)

時間　11：00～16：00
　　　（売り切れ次第終了）

時間　11：00～
費用　1皿600円
　　　６０食

時間　11：00～16：00
（売り切れ次第終了）

時間　11：00～12：00
定員　10組
対象　0歳から３歳までの
　　　子どもと保護者

　マークのイベントは事前申し込みが必要です。
ホール講演会

 9/27(金) 9/28(土)

時間　1０：３0～1２：00
定員　188名

時間　14：00～15：30
定員　188名

時間　10：30～12：00
定員　188名

　
時間　13：30～15：00
定員　188名

映画会

※費用の書いていないものは無料です。

※申込が必要な催しには保育（1歳～就学前、人数に限りあり）があります。ご希望の方は申込時にあわせてお申し出下さい。

※インターネットのイベント申込システム（ イベシス で検索）から申し込むこともできます。

まちだの地域の味
「まちだすいとん」

を味わおう

ドライカレー

藍染を楽しもう！

手作り品や乾物

（焼菓子・衣製品など）

３Ｒかるた大会

親子で遊ぼう
音楽広場

【申し込み方法】

「ザ・ユナイテッド・ステイツ
vsビリー・ホリデイ」

くらしのヒントいっぱい

パネル展示

042-724-5656

9/5（一部イベントは9/6）正午～9/23に電話で 町田市イベントダイヤル へ

（電話受付時間：午前７時～午後7時、年中無休）

新NISA

「資産運用 初級者編」

「漫才」と「コント」で

笑って学ぼう！消費者問題相続セミナー
講師 小清水 孝子 さん

（大妻女子大学教授、管理栄養士、公認

スポーツ栄養士、健康運動指導士）

実践！
家族で学ぶ
スポーツ栄養

おもちゃ病院

折り紙コーナー

壊れたおもちゃを治します

受付 10：00～14：00

わくわくひょうたん
ワークショップ

無料提供！

軽食

シネマでトーク

講師 町田弁護士クラブ 講師 FP-One's Life Navi

＜出演＞

キラーコンテンツ

出前寄席ユニットアクトリー

明治大学落語研究会

販売
まちだの新鮮野菜

ファイナンシャルプランナー

無料相談室

パン・焼き菓子
販売

新NISA

「資産運用 脱初心者編」

販売

家計簿で
暮らしが変わる！
スッキリする！

FPから見た
「金融詐欺・災害・震災」
対策

小学生が
資産運用を始めたら

パン・焼き菓子
販売

紙芝居と絵本の読みがたり

輪投げ大会

時間 10：00～1６：00 時間 10：00～1６：00

キッズコーナー

時間 11：00～15：00

安全な食品

（ジュース、調味料など）
時間 10：00～16：00







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事 

・武相新聞 ・タウンニュース ・ショッパー ・朝日新聞 

 

放映 

・多摩ケーブルテレビ ・イッツコム 

JA 取材 

イッツコム取材 

町田駅ペデストリアンデッキ 

その他の広報 



編集後記 

今年は元日に能登半島沖地震が発生し大変な年明けとなり被災した方々にお見舞い申し上げます。 
くらしフェアの開催は９月になりましたが、温暖化により猛暑が続き各団体も準備・本番に苦労された

と思います。原稿を書いてくださった皆様、ありがとうございました。皆様のご協力もあり無事編集作業
を終えることができました。 

来年も楽しいフェアにしましょう。 

編集部員一同 

この冊子は、200 部作成し、１部当たりの単価は 453 円です（職員人件費を含みます）。 

報 告 書 
２０２５年（令和７年）２月発行 

編集・発行  まちだくらしフェア ２０２４ 実行委員会 

連 絡 先  町田市消費生活センター 

町田市原町田４−９−８ 

町田市民フォーラム 

電 話 ０４２−７２５−８８０５ 

刊行物番号  ２４−７５ 

印   刷  総務部 総務課 
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